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本
会
は
副
会
長
１
人
、

監
事
１
人
、
部
会
長
４
人

が
そ
れ
ぞ
れ
役
員
の
退
任

に
伴
い
欠
員
と
な
っ
た
た

め
、６
月
の
第
２
２
４
回
理

事
会
で
決
定
し
た
「
副
会 後

初
の
記
者
会
見
で
地
方
の

活
性
化
策
に
つ
い
て
、
経
済

対
策
の
一
つ
で
あ
る
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

に
よ
っ
て
地
方
か
ら
デ
ジ
タ

ル
の
実
装
を
進
め
、
新
た
な

変
革
の
波
を
起
こ
し
、
地
方

と
都
市
の
差
を
縮
め
る
と
述

べ
た
。

岸
田
内
閣
で
は
総
務
相
に

金
子
恭
之
氏
、
地
方
創
生
担

当
相
に
野
田
聖
子
氏
、
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
担
当

相
に
若
宮
健
嗣
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
（
新
閣
僚
の
写
真
お

よ
び
一
覧
は
2
面
表
に
掲

載
）。
地
方
創
生
に
関
し
て

岸
田
文
雄
自
民
党

総
裁
（
9
月
29
日
選

出
）
は
10
月
４
日
召

集
の
臨
時
国
会
で
、

第
１
０
０
代
首
相
に

指
名
さ
れ
た
。

岸
田
首
相
は
指
名

を
受
け
た
の
ち
、
皇

居
で
の
首
相
親
任

式
、
閣
僚
認
証
式
を

経
て
新
内
閣
を
発
足

さ
せ
た
。

岸
田
首
相
は
就
任

は
、
野
田
地
方
創
生
相
と
若

宮
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

相
が
連
携
し
て
取
り
組
む
。

本
会
は
、
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
、
地
方
議
会
の
位

置
付
け
お
よ
び
議
員
の
職
務

明
確
化
な
ど
の
要
望
事
項
実

現
の
た
め
、
清
水
富
雄
会

長
（
横
浜
市
会
議
長
）
が
国

会
対
策
委
員
会
の
委
員
を
新

た
に
数
人
指
名
し
、
令
和
４

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の

体
制
を
整
備
し
て
活
動
を
行

う
。（２

面
に
も
関
連
記
事
掲

載
）

田中関東部会長
（柏市）

本会 役員補欠選任本会 役員補欠選任

長
・
監
事
・
部
会
長
の
補
欠

選
任
に
関
す
る
申
合
せ
」

に
基
づ
き
、10
月
７
日
付
で

新
た
な
副
会
長
・
監
事
・
部

会
長
を
選
任
し
た
。
就
任

本
会
役
員
は
左
表
の
通
り
。

竹田東北部会長
（盛岡市）

田塚北海道部会長
（根室市）

寺沢副会長兼北信越部会長
（長野市）

土田監事
（奈良市）
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岸
田
内
閣
が
発
足

首相指名を受ける岸田文雄氏【出典：首相官邸 HP】

【副会長】
寺沢 さゆり 長野市議会議長

（北信越部会長兼任）

【監事】
土田 敏朗 奈良市議会議長

【部会長】
（北海道部会）

田塚 不二男 根室市議会議長

（東北部会）
竹田 浩久 盛岡市議会議長

（関東部会）
田中　 晋 柏市議会議長

新 役 員（10月7日付）

首　相
第100代
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岸田内閣 （敬称略）

大　臣 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）
総 理 大 臣 岸 田 文 雄 広島１区（広島市中区、東区、南区）

総 務 大 臣 金 子 恭 之 熊本４区（八代市、人吉市、水俣市、天
草市、宇土市、上天草市、宇城市）

法 務 大 臣 古 川 禎 久 宮崎３区（都城市、日南市、小林市、串
間市、えびの市）

外 務 大 臣 茂 木 敏 充 栃木５区（足利市、栃木市（旧栃木市の
区域）、佐野市）

財 務 大 臣 鈴 木 俊 一
岩手２区（宮古市、大船渡市、久慈市、
遠野市、陸前高田市、釜石市、二戸市、
八幡平市、滝沢市）

文部科学大臣 末 松 信 介 参院兵庫

厚生労働大臣 後 藤 茂 之 長野４区（岡谷市、諏訪市、茅野市、塩
尻市）

農林水産大臣 金子原二郎 参院長崎

経済産業大臣 萩生田光一
（ 八 王 子 市 ） 東京24区（八王子市（一部除く））

国土交通大臣 斉 藤 鉄 夫 衆院比例中国ブロック

環 境 大 臣 山 口　 壯 兵庫12区（姫路市（一部）､ 相生市､ 赤
穂市､ 宍粟市､ たつの市）

防 衛 大 臣 岸　 信 夫 山口２区（下松市、岩国市、光市、柳井
市、周南市（一部））

官 房 長 官 松 野 博 一 千葉３区（千葉市緑区､ 市原市）
デジタル大臣
行政改革担当 牧島かれん 神奈川17区（小田原市、秦野市、南足柄

市）
復 興 大 臣
沖縄・北方担当 西銘恒三郎 沖縄４区（石垣市、糸満市、豊見城市、宮

古島市、南城市）
国家公安委員長
防 災 担 当

二之湯　 智
（ 京 都 市 ） 参院京都

地 方 創 生
少子化担当 野 田 聖 子 岐阜１区（岐阜市（一部除く））

経 済 再 生
コロナ 担 当 山際大志郎 神奈川18区（川崎市中原区（一部）、高

津区、宮前区（一部除く））

経済安保担当 小 林 鷹 之 千葉２区（千葉市花見川区、習志野市、
八千代市）

ワクチン担当 堀 内 詔 子 山梨２区（富士吉田市、都留市、山梨市、
大月市、笛吹市、上野原市、甲州市）

まち・ひと・しごと
万 博 担 当 若 宮 健 嗣 東京５区（目黒区（一部除く）、世田谷区

（一部））

自民党新執行部 （敬称略）
役　職 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

幹 事 長 甘 利　 明 神奈川13区（大和市、海老名市、座間
市（一部除く）、綾瀬市）

総 務 会 長 福 田 達 夫 群馬4区（高崎市（一部除く）、藤岡
市）

政 調 会 長 高 市 早 苗 奈良2区（奈良市（一部）、大和郡山市、
天理市、香芝市）

選対委員長 遠 藤 利 明 山形1区（山形市、上山市、天童市）

岸田内閣の顔ぶれ（3 列目一番左に二之湯国家公安委員長）
【出典：首相官邸 HP】

金
子
恭
之
総
務
相
は
10
月

５
日
、
就
任
後
初
の
記
者
会

見
に
臨
ん
だ
。
地
方
の
財
政

状
況
に
つ
い
て「
巨
額
の
財
源

不
足
、
借
入
金
の
残
高
を
抱

え
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
」
と
の
認
識
を
示
す
と

と
も
に
「
年
末
の
予
算
編
成

に
向
け
、骨
太
の
方
針
に
沿
っ

て
一
般
財
源
総
額
を
適
切
に

確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

岸
田
首
相
が
掲
げ
る
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
に
つ
い
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
流
れ

金
子
総
務
相

岸
田
内
閣
で
は
、
参

議
院
議
員
の
二
之
湯
智

本
会
顧
問
（
第
53
代
会

長
、
元
京
都
市
会
議

長
）
が
国
会
公
安
委
員

長
・
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
防
災
・
海
洋
政

策
）
と
し
て
入
閣
し

た
。
二
之
湯
顧
問
の
入

閣
は
初
。

閣
内
の
市
議
会
議

員
出
身
者
は
、
萩
生

田
光
一
経
産

相
（
元
八
王

子
市
議
会
議

員
）
と
合
わ
せ
て
２
人
と
な

っ
た
（
左
表
）。

岸
田
文
雄

首
相
は
10
月

４
日
の
就
任

記
者
会
見
で
、

14
日
の
臨
時

国
会
最
終
日

で
衆
議
院
を

解
散
し
、
総
選

挙
を
行
う
と

表
明
し
た
。

第
49
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
公
示
は

10
月
19
日
、
投
開
票
は

31
日
。

※表内の■は、市議会議員出身者で（　）内は出身市議会。

国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

二
之
湯 

本
会
顧
問

市
議
会
以
外
の
地
方
議
会

出
身
者
と
し
て
は
、
末
松
信

介
文
科
相
（
元
兵
庫
県
議
会

議
員
）、
金
子
原
二
郎
農
水

相
（
元
長
崎
県
議
会
議
員
）、

西
銘
恒
三
郎
復
興
相
（
元
沖

縄
県
議
会
議
員
）
が
い
る
。

自
民
党
執
行
部
で
は
、
遠

藤
利
明
選
挙
対
策
委
員
長
が

山
形
県
議
会
議
員
出
身
。

が
出
来
て
い
る
。東
京
一
極
集

中
の
是
正
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
強
調
。「
地
方

回
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
」

と
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
都
市
部
の
企
業
人
材
を

活
用
す
る
地
域
活
性
化
起
業

人
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

一
般
財
源
総
額

一
般
財
源
総
額「
適
切
に
確
保
」

「
適
切
に
確
保
」
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「議員活動のコンプライアンスと政務活動費」に関する実務講習 地方自治研究機構
一般財団法人

Research Institute for Local Government 

１　概　要
地方議会議員が常日頃から関わりのある、①議員活動
のコンプライアンス及び②政務活動費の適正使用を解
説し、地方議会議員の議員活動において必要な知識等
を改めて習得します。

２　日　時
令和４年１月２１日（金）１３：００～１６：４５
全国都市会館

（東京都千代田区平河町２－４－２）
３　内　容

１３：００～１４：５０
「議員活動のコンプライアンス」 ～議員活動にまつわる留意点～

元全国都道府県議会議長会事務局次長　内田 一夫 氏
１４：５５～１６：４５
「政務活動費適正使用のポイント」

福岡県議会事務局法務監　安武 弘光 氏

４　受講料（教材費・税込）
賛助会員１０,０００円　 非賛助会員１５,０００円

５　お申込み専用フォーム
https://krs.bz/rilg/m/rilg_koshu
なお、オンラインで受講を希望される場合は、「備考」欄
に、「オンライン受講希望」と記載してください。

６　申込期限
令和４年１月１４日（金）

７　オンライン受講に関する留意事項
YouTubeによる配信になります。
見逃し配信は1/25～2/7になります。
なお、YouTubeを視聴するための端末や通信費用は
受講者の負担となります。

８　その他
詳細につきましては、実施要領を御参照ください。
http://www.rilg.or.jp/htdocs/img/003/pdf/r3_compliance.pdf

実務講習会
ご 案 内

自治体病院
協 議 会

経
営
基
盤
安
定
化
求
め
る

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
浜

崎
昭
臣
天
草
市
議
会
議
長
）

は
10
月
８
日
、
書
面
会
議
で

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会

議
を
開
催
。「
自
治
体
病
院

に
関
す
る
要
望
」を
原
案
の
通

り
決
定
し
た
。

要
望
は
、
自
治
体
病
院
の

経
営
基
盤
安
定
化
や
医
師
不

浜崎病院協会長
（天草市）

足
の
早
期
解
消
等
を
図
る
た

め
、
①
財
政
措
置
②
医
師
確

保
対
策
等
③
医
師
等
の
働
き

方
改
革
④
新
専
門
医
制
度
⑤

救
急
医
療
⑥
地
域
医
療
構
想

⑦
被
災
地
支
援
と
自
然
災
害

時
等
の
医
療
確
保
⑧
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

―
の
８
項
目
を
求
め
て
い
る

（
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。全
加
盟
団
体
へ
要
望
書

を
送
付
し
、
地
元
選
出
国
会

議
員
ら
に
対
す
る
要
望
活
動

を
依
頼
す
る
と
し
た
。

今
後
の
会
議
・
要
望
活
動

日
程
に
つ
い
て
は
、
10
月
15

日
に
予
定
し
て
い
た
第
16
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
鑑
み

開
催
中
止
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
来
年
５
月
16

日
開
催
予
定
の
第
50
回
定
期

総
会
で
実
施
予
定
の
役
員
改

選
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
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議
会
人
事

訃  
報坂ば

ん
な
い
て
つ
じ

内
鉄
次
氏
（
喜
多
方
市

議
会
議
長
）
10
月
３
日
逝
去
、

71
歳
。
告
別
式
は
９
日
、
市

内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
長
女
の
夫
の
豊
和
さ
ん
。

▼
議
長

▽
港	

清
原
和
幸（
6・18
）

▽
那
覇	

久
高
友
弘（
8・13
）

▽
交
野	

野
口
陽
輔（
9・1
）

▽
大
竹	

賀
屋
幸
治（
9・2
）

▽
勝
山	

乾
　
章
俊（
9・7
）

▽
秦
野	

小
菅
基
司（
9・7
）

▽
高
砂	

川
端
宏
明（
9・7
）

▽
仙
台	

赤
間
次
彦（
9・9
）

▽
神
栖	

五
十
嵐
清
美（
9・13
）

▽
根
室	

田
塚
不
二
男（
9・17
）

▽
富
谷	

青
柳
信
義（
9・17
）

▽
八
代	

成
松
由
紀
夫（
9・17
）

▽
天
童	

村
山
俊
雄（
9・21
）

▽
富
士
宮	

小
松
快
造（
9・21
）

▽
宇
和
島	

石
﨑
大
樹（
9・21
）

▽
小
牧	

澤
田
勝
已（
9・24
）

▽
八
潮	

寺
原
一
行（
9・28
）

▽
広
島	

佐
々
木
壽
吉（
9・28
）

▽
長
野	

寺
沢
さ
ゆ
り（
9・29
）

▽
稲
沢	

服
部
　
猛（
9・30
）

▽
守
山	

藤
木
　
猛（
9・30
）

▽
新
宮	

榎
本
鉄
也（
9・30
）

▼
副
議
長

▽
港	

な
か
ま
え
由
紀（
6・18
）

▽
那
覇	

野
原
嘉
孝（
8・13
）

▽
交
野	

藤
田
茉
里（
9・1
）

▽
大
竹	

網
谷
芳
孝（
9・2
）

▽
勝
山	

吉
田
清
隆（
9・7
）

▽
秦
野	

谷
　
和
雄（
9・7
）

▽
高
砂	

鷹
尾
治
久（
9・7
）

▽
仙
台	

村
上
か
ず
ひ
こ

	

（
9・9
）

▽
根
室	

工
藤
勝
代（
9・17
）

▽
富
谷	

浅
野
直
子（
9・17
）

▽
八
代	
村
川
清
則（
9・17
）

▽
天
童	
遠
藤
敬
知（
9・21
）

▽
富
士
宮	
諏
訪
部
孝
敏

	
（
9・21
）

▽
宇
和
島	

中
平
政
志（
9・21
）

▽
小
牧	

長
田
　
淳（
9・24
）

▽
八
潮	

前
田
貞
子（
9・28
）

▽
長
野	

若
林
　
祥（
9・29
）

▽
稲
沢	

東
野
靖
道（
9・30
）

▽
守
山	

田
中
尚
仁（
9・30
）

▼
事
務
局
長

▽
釧
路	

石
井
康
司（
４・１
）

▽
名
寄	

伊
藤
慈
生（
４・１
）

▽
滝
川	

深
村
栄
司（
4・1
）

▽
久
慈	

下
山
琢
也（
4・1
）

▽
韮
崎	

今
福
　
治（
4・1
）

▽
鹿
沼	

小
杉
哲
男（
4・1
）

▽
熊
野	

大
谷
　
健（
4・1
）

▽
三
好	

谷
　
賢
二（
4・1
）

▽
宇
和
島	

水
野
宏
一（
4・1
）

▽
古
賀	

水
野
幸
徳（
4・1
）

▽
奄
美	

島
袋
　
修（
４・１
）

▽
指
宿	

鮎
川
富
男（
4・1
）

▽
大
和	

前
嶋
　
清（
10・1
）
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の
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議

長

の

話

【
市
の
概
要
】

▽
人
口
28
万
９
２
６
０
人

（
令
和
３
年
９	

月
1
日
）

▽
面
積
　
８
８
６・47
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
平
安
時
代

の
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻

呂
に
よ
る
蝦え
み
し夷
平
定
、
戦
国

時
代
の
南
部
氏
に
よ
る
一
帯

支
配
―
。
豊
か
な
歴
史
に
彩

ら
れ
た
こ
の
地
は
、
盛
岡
藩

第
２
代
藩
主
南
部
利
直
に
よ

る
城
下
町
整
備
で
今
に
至
る

市
街
地
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

廃
藩
置
県
に
よ
る
変
遷
を
経

た
後
、
明
治
22
年
4
月
市
制

施
行
。
平
成
に
入
っ
て
２
村

を
合
併
し
、
同
20
年
4
月
中

核
市
に
。
同
28
年
１
月
、
近

マ
に
し
た
審
議
で
、
４
件
の

発
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
　

隣
７
市
町
と
連
携
中
枢
都
市

圏
形
成
協
約
に
締
結
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
２
つ

の
菱
形
を
直
角
に
交
差
さ
せ

た
デ
ザ
イ
ン
。
南
部
家
が
家

紋
を
菱
形
と
し
て
い
た
甲
斐

源
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
市
の
花
は

カ
キ
ツ
バ
タ
。
木
は
カ
ツ
ラ
。

鳥
は
セ
キ
レ
イ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数
　
38
人
（
現

在・男
性
31
人
、
女
性
７
人
）

▽
前
回
選
挙
　
令
和
元
年
８

月
25
日
。
立
候
補
44
人
。
投

票
率
52・62
％
。
　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
若
者

の
政
治
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
29
年
度
か
ら

高
校
生
議
会
を
開
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
度
は

中
止
し
た
が
、
今
年
度
は
参

加
人
数
を
16
人
に
絞
り
、
７

月
27
日
に
開
催
。「
住
み
続

け
た
く
な
る
ま
ち
　
盛
岡
市

を
目
指
し
て
」
を
共
通
テ
ー

盛
岡
市
は
、
北
東
北
の
拠

点
都
市
で
あ
る
と
共
に
、
自

然
と
歴
史
・
文
化
に
あ
ふ
れ

都
市
機
能
と
調
和
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
で
す
。
中
心
部
を

流
れ
る
清
流
中
津
川
で
は
秋

に
鮭
が
遡
上
し
、
市
内
各
所

か
ら
は
雄
大
な
岩
手
山
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
市
内
に
は
、
日
本
百
名
城

の
盛
岡
城
跡
や
明
治
期
の
希

少
な
洋
館
の
赤
レ
ン
ガ
館
、

江
戸
時
代
後
期
の
趣
あ
る
盛

岡
町
家
な
ど
心
癒
さ
れ
る
風

景
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
ま

す
。
食
で
は
盛
岡
三
大
麺
が

全
国
的
に
も
有
名
で
す
が
、

近
年
は
素
朴
で
健
康
的
な
盛

岡
特
産
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
使

用
し
た
商
品
も
人
気
で
す
。

北上川遊歩道と岩手山
（写真提供＝盛岡市）

市　章

盛

岡

市

部
会
長
市
紹
介
紹
介

第9回第 9回

竹田浩久議長

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会 2021

OctoberA４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 10

巻頭言　地方自治に思う
■	ふるさと納税の光と影
　 －制度の理念に基づく今後の展開をどう考えるか

事業構想大学院大学学長
田中 里沙

■	特集
▶ ふるさと納税の現在、そして未来

総務省大臣官房審議官
川窪 俊広

▶ ふるさと納税について
東京大学教授

金井 利之
▶ ふるさと納税における返礼品の

功罪と問題点 
金沢星稜大学准教授

土屋 仁美

■	現地報告
北海道夕張市／破綻から地域 
再生の切り札、ふるさと納税
　北海道夕張市長　厚谷　司
東京都世田谷区／特別区が体験 
した「ふるさと納税」
　東京都世田谷区長　保坂 展人
長野県青木村／村の再生に挑む 
企業版ふるさと納税
　長野県青木村村長　北村 政夫

■	新連載　議員研修講座
シリーズ・女性議員はどうすれば 
増えるのか
　鎌倉市議会議員　久坂 くにえ

検索サイトで「中央文化
社」とご入力頂き、弊社ホー
ムページをクリックしていた
だくか、スマートフォンでQR
コードを読み取ることにより、
書籍の詳細をご確認、ご購
入いただけます。

ご注文・問い合わせは
TEL 03-3264-2520 又はFAX 03-3264-2867
URL http://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

ふるさと納税を考える

発
行
所

　
株
式
会
社
中
央
文
化
社

定
価
８
３
１
円
︵
消
費
税
・
送
料
込
︶

議員研修誌

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

表 4広告

月
刊

　
地
方
議
会
人

特
集

2021

　
　
中
央
文
化
社

特集

10
月
号

2021

10
October

ふ
る
さ
と
納
税
を
考
え
る

昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

令
和
三
年
十
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）第
五
十
二
巻
第
五
号

昭和45年 7月25日第 3種郵便物認可　令和 3年10月1日発行（毎月1回 1日発行）　第52巻第5号

巻頭言　田中里沙
■特集

■現地報告　北海道夕張市／東京都世田谷区
　／長野県青木村

ふるさと納税の現在、そして未来
／川窪俊広
「ふるさと納税」について
／金井利之
ふるさと納税における返礼品の功罪と問題点
／土屋仁美

シリーズ・女性議員はどうすれば増えるのか
「女性議員をとりまく困難」
／久坂くにえ

■新連載　議員研修講座

注
番

品
名

担
当
者

21821081789 河野「地方議会人」2021 年
10 月号 表1-4_03

表 1 表 4
背幅 3ミリ

スマートフォンスマートフォン
対応サイト対応サイト

http://chuobunkasha.com/

中央文化社
ふるさと納税を考える

特　集

西都市役所新庁舎
（写真提供＝西都市）

議場
（同左）

▽
西
都
市
（
宮
崎
県
）

〒
８
８
１
―
８
５
０
１

聖
陵
町
２
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
４
階
。
正

副
議
長
室
、
議
会
事
務
局
、

各
会
派
室
が
集
約
し
て
一
か

所
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
議

員
と
事
務
局
の
連
携
が
取
り

や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い

る
。 新

庁
舎
落
成


